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           き ず な 
            四国地区小中学校教頭会研究大会徳島大会 

  
 

令和５年度 第 41回 四国地区小中学校教頭会研究大会徳島大会の概要をお伝えします。 

※四国地区小中学校教頭会研究大会実行委員長・全公教四国ブロック長 徳島市助任小学校 教頭 藤長 あかね

先生に大会の様子をまとめていただきました。 

 

１ 大会名称  第 41回 四国地区小中学校教頭会研究大会徳島大会 

第 57回 徳島県小中学校教頭会研究大会 

２ 開催日   令和５年 11月 22日（水） 

３ 会 場    オンライン開催（ホスト会場：徳島県教育会館） 

４ 日 程       接続開始      ９：３０～１０：００ 

開会行事     １０：００～１０：１５ 

基調提案     １０：１５～１０：２５ 

記念講演     １０：３０～１２：００ 

分科会・特別課題 １３：３０～１６：２０ 

閉会行事     １６：２５～１６：４０ 

 

５ 研究大会の概要 

(1)研究大会主題 「未来を切り拓く力を育む 魅力ある学校づくり」 

～主体性を発揮し ウェルビーイングを実現する人財の育成～ 

  (2)開会行事    ①開会のことば ②挨拶 ③祝辞 ④来賓紹介 ⑤閉会のことば 

  (3)記念講演     

・演 題  「人が育ち，幸せになる理念経営」～月ワク度９４％の『そこまでやるか』の組織づくり～ 

    ・講 師  西 泰宏 氏 （ 西 精工 株式会社 代表取締役社長） 

    ・概 要 「人を育てる」ということが企業経営には大切と考える講師の西 泰宏氏が，社員が月曜日に

仕事をしに来るのが楽しみになる会社をどの様に築いてきたのか。社内の人間関係を良好

に保ち，互いに共感する力を高めるための様々な取組について。 

  (4)分科会     

     ６分科会・６課題に分かれて実施しました。そのうち，特別課題の分科会では，講師に中川斉史氏（徳

島県東みよし町立昼間小学校長）を迎え，「ポスト GIGAへの指針」～学校教育 DXの検証と未来～という

演題でご講演いただきました。他の分科会では，提言者の実践発表をもとに，司会者を徳島県の参加者

が担当し，ブレイクアウトルームにてすべての参加者が研究討議を行いました。 

 

６ 研究大会のふりかえり 

  ３年間のコロナ禍を経て，研究会の在り方，運営方法についても様々な選択肢が考えられる中，本研究大会

は，より多くの副校長・教頭の皆様の参加を目的とし，完全オンラインでの開催として実施し，約８００名の

参加を得ました。午前中の記念講演では，西 精工 株式会社 代表取締役社長 西 泰宏 氏をお招きして，

ご講演いただきました。 

分科会においては，各県の提言者から先進的な取り組みのご提案をいただくとともに，特別課題の分科会で

は徳島県東みよし町立昼間小学校長 中川斉史氏より教育 DXの現状や課題，副校長・教頭としてどのように進

めていくべきなのかについてご講義いただき，業務の効率化につながる事例を数多く紹介していただきました。 

オンライン上ではありましたが，副校長・教頭の皆様の日頃の実践や課題を出し合いながら，参加者同士の

熱心な協議も行うことができました。一日を通して，今後の学校運営・人材育成に役立つ知見を得られ，大変

有意義な大会になったと考えます。 
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